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 「世界トップレベル国際研究拠点形成促進プログラム」において「数物連携宇宙研究機構」が採択さ

れた場合には、以下に示す事項について責任をもって措置していくことを確認する。 

 

＜中長期的な計画への位置づけ＞ 

 

東京大学の研究に関する中期目標には、「研究の体系化と継承を尊重しつつ、萌芽的・先端的

研究、未踏の研究分野の開拓、あるいは新たな学の融合に積極的に取り組み、 世界を視野に置い

たネットワーク型研究の牽引車の役割を果たす」ことが掲げられている。それに対する中期計画

には、「新しい分野について創造性と独創性に優れた先端的研究のための拠点の形成を図るとと

もに、領域横断的な学の融合と学際的協調により新たな学問領域の創成を図る」こと及び「学問

の進展と社会の変化から生起する新たな課題に対しては、既存の学問領域と組織の枠組みを越え

て先駆的・機動的・実践的に応え得る国際的な研究拠点の形成を図る」ことが明記されている。 

本学では、上記の中期計画を実現するため、「サステイナビリティ学連携研究機構」、「生命

科学研究ネットワーク」など従来の部局を横断する組織を、総長室の下に設置して学融合的な研

究を進める体制を構築している。世界トップレベル国際研究拠点は、まさに本学の中期目標・中

期計画に完全に合致するものである。従って、総長室直属の組織の中でも最大かつ最重要なもの

として位置付け、明確な達成目標の下に、全学を挙げて支援する。 
 

＜具体的措置＞ 

 
① 

本学は、当該拠点を従来の大学組織と有機的に連携した総長室直属の組織と位置付ける。大学

本部は、当該拠点に参画する主任研究者が学内の業務負担を極力少なくして研究に専念できる時

間を確保し、より研究費を確保しやすくなるように環境整備を行う。この環境整備の一環として、

優れた研究者や優秀な支援スタッフを確保できるようにするための新たな雇用制度を既に創設し

ており、例えば総長より高い年俸で雇用することをも可能としている。さらに、学内の研究スペ

ースの優先的提供も行う。また、大学本部に、外部資金を戦略的に獲得しその資源を効果的に配

分するための企画立案を行う組織「財務戦略室」を設置する。これにより、当該拠点に対し、本

プログラムの間接経費を含めた学内資金を活用した最大限の財政的支援が可能となる。 
 
② 

本学は、当該拠点を従来の大学組織と有機的に連携した総長室直属の組織に位置づけることを

可能とする革新的な制度を新たに整備した。この制度により、当該拠点は、拠点長のマネジメン

トの下で研究者の選考を含めたあらゆる組織運営が可能となっている。 
 
③ 

当該拠点に集結した研究者が所属していた学内部局の教育研究活動に支障が生じず、滞りなく

発展できるよう、大学本部として当該部局に対し、代替教員の人件費等、必要な財政的支援を行

う。これにより、当該部局は代替教員の確保などの措置が可能となるばかりでなく、学内研究者

の流動性をさらに高める。 
 
④ 

既に述べたように、本学は、当該拠点を従来の大学組織と有機的に連携した総長室直属の組織

に位置づけることを可能とする革新的な制度を整備している。この制度により、当該拠点は、拠

点長のトップダウンマネジメントの下で研究者の選考を含めたあらゆる組織運営が可能である

が、さらに、当該拠点を特区と位置づけ、拠点に参画する研究者や支援スタッフに対し、通常学
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内で適用されている就業上の制約を限定的に解除する特別な規則を新たに制定する。 
 
⑤ 

本学は、優秀な外国人研究者が安定して研究できる環境整備を重要視している。現在、総長の

リーダーシップの下でキャンパスの国際化を積極的に進めており、キャンパスの周辺に２～３年

後を目処に複数の外国人宿舎の整備を進めている。当該拠点のために海外から招聘する研究者に

優先入居枠を設けることも考えている。また、本学は、世界トップレベルの研究設備を多数整備

し、これらの共用化促進を積極的に進めている。これら研究設備の優先的使用を可能とするよう

便宜を図る。また、当該拠点が計画している、研究棟の建設に必要な土地の確保、費用に関し最

大限の便宜を図る。なお、柏に新研究棟ができるまでの間は、当該拠点に対し、柏総合研究棟内

の居室等、学内研究スペースを優先して提供する。 
 
⑥ 

本学は、本プログラムにより国際的に競争力ある研究拠点の形成を支援するため、担当理事を

長とする委員会を設置している。この委員会は、当該拠点を全学としてサポートするとともに、

グローバルCOEプログラムなどとの緊密な連携を図り、最大限の相乗効果をあげるために機能す

る。また、2007年7月に本部事務組織を改編し、当該拠点などを専門に支援する「研究機構等支援

グループ」を設置する。このような体制によって当該拠点の拠点構想の着実な推進に大学全体と

して最大限かつ安定的に支援していく。 

 

 


